皆さんこんばんは。
私が発表するテーマは、
「よかよかんに来てからの一年で学んだこと」です。
初めての発表なので間違える事があるかもしれませんが、
よろしくお願い致します。

初めに、よかよかんで勉強させてくださる代表と、
ミャンマーで面接してくださった手塚さんと、
お仕事で色々な事を教えてくださる
利用者様と職員さんに、心から感謝いたします。

日本に来る前の私は、
「外国人だから皆さんと仲良くできるかな」とか、
「仕事も大丈夫かな」とか、色々と考えて
心配する事が多かったです。
初めてよかよかんに来た時、
「皆が楽しみに待っているよ」と
言われて嬉しかったです。

日本に来た時は、日本語もゴミの捨て方も
分かりませんでした。
今でも心配してくれる、あさみさん　
いつもありがとうございます。

初めての仕事なので、何をするのか分からないし、
利用者様とのコミュニケーションを取ることが
難しかったです。
でも、皆さんのおかげで今は大丈夫だと思います。

利用者様はこれが好きとか嫌いとか、
利用者様の事や介護の技術とかを、
簡単な言葉や、Googleで調べて、
私が分かるまで教えてくださった職員の皆さん。
ありがとうございました。

食べ物が大好きな私に、
「リンちゃん、今日はカレーだよ」とか、
「うどんだよ」とか言ってくださり、
ありがとうございました。

「家族と連絡が取れる？」とか
「家族は大丈夫ですか？」とか、
ミャンマーのことを心配してくださる皆さん、
ありがとうございました。

そして、介護の試験がある私たちのために、
忙しいなか時間を作り、
[bookmark: _GoBack]教えてくださった先生たち、ありがとうございました。
「家族と連絡している？」や
「体を大事にしなさい」など、
私の事をいつも気にかけてくださる利用者様。
中には、「自分の事を先にしなさい。
後はお婆さんにしなさい」と
言ってくれる利用者様もいます。

ある利用者様の事を私は、
いつも怒っていると思っていました。
でも、
「リンさんも家にいる時は、
悲しい時とか怒る時とかあるよね。
ここは利用者様の家だから、
悲しいとか怒るとか楽しいとか
嬉しいとか色々な事があるんだよ」と、教わりました。
この言葉を聞いて私は、いつも怒っている
利用者様に対して見方が変わって、
今では大好きになりました。
同時に、この時、
「自分から変わらないと何も変わらないこと」を
学びました。
この一年間は、優しい利用者様と、優しい職員さんと
一緒に仕事をする事が楽しかったです。
今では、利用者様と一緒に、
楽しく体操とかをして過ごす毎日が楽しいです。
利用者様が、元気で楽しく過ごされている姿を見ると
嬉しいです。

だから、よかよかんは良い所だと思います。
さつま町は住みやすい所だと思います。
なぜかというと、ミャンマーと違って、
ゴミを大事に捨てているので静かな所だから。
私は毎晩、よく眠れます。

静かな環境なので、
時々、大声で歌を歌う私の方が恥ずかしかったです。
気を付けていても大声が出てしまう時は、
近所の人に遠慮しました。

家で祖母と生活をしていて介護の仕事に興味を持ち、
この仕事を選びました。
介護は人に対して行うサービスだと思います。

私が受けている勉強会で、心に残ったことがあります。
それは、私の意識が利用者様に向いている時は、
利用者の事を「人」として見ています。
でも、私の意識が業務に向くと、
利用者様のことを「もの」として
見てしまうことです。
いつも私は業務に追われている時、
いつの間にか利用者様を「もの」として
見ていたことに気付きました。
勉強会を通して、援助は考えれば考えるほど
深くて広いと思いました。

認知症の人は考えを整えるから、私たちは”待つ”。
”待つ”と利用者様から返事があり、話が出来ました。
利用者様の言葉を反復することで、お話をするようになる。
私は、利用者様の元にある苦しみに意識を向けるために、
横に座って話を聴く。背中に触れる。
相手は、自分の苦しみを分かってくれる人に
話したくなる。
そのためには、関係性や信頼関係が大事だという事を
学びました。

日本とミャンマーの違うところは、
日本はミャンマーより雇用機会が多いという事だと
思います。
日本では、高校を卒業したら仕事ができます。
ミャンマーでは、大学を卒業しても仕事は少ないです。
日本は、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に
生活している家は少ないと思います。
ミャンマーでは、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に
生活している家が多いです。
時間があると家族とご飯を食べたり、色々な話をしたり、
旅行をします。

日本は買い物の時、皆が並んで一人ずつお支払いをします。
ミャンマーでは、大きな都市では皆が並んで
一人ずつお支払いをしますが、
小さな町では並ばないで、支払いたい人から支払っています。

また、日本の野菜や果物やお肉は
ミャンマーより高いです。
例えば魚。
私の町では川が多いから魚もとれるし、
竹の子や空心菜（くうしんさい）など、
自然の中で育つ野菜もあります。

私にとって、よかよかんは家です。
もう一つの家族がいる所だと思っています。
”自分の家で仕事をしている”と感じています。
利用者様も職員さんも優しくて、
分からない事があると教えてくれるし、
家族のように接してくれるから、
私は皆さんと一緒に頑張れます。

悲しい時、楽しい時、嬉しい時、泣く時、失敗する時も
あるけれど、皆さんが教えてくれるから
快適に仕事ができると思っています。

何か足りないことがあれば教えてくれませんか？
まだ出来ないこともあるんですけど頑張りますので、
よろしくお願い致します。

私の発表は以上です。
皆さんありがとうございました。
